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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 6

■２.環境 ■６.景観 2 8

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 ■８.リサイクル 番号： 5

□1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 5 11
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 6 12
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 9

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 ■12.リサイクル性向上 番号： 10

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（12％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 2
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 三和グランド株式会社 販売会社 三和アーバンクリエイト株式会社 協会名

会社名： 住所：東京都文京区湯島3-31-5

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：東京都文京区湯島3-31-5

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

■1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他

・高炉での製鉄段階で発生する鉄鋼副産物である高炉水砕スラグを骨材として採用
  した透水性と保水性を両立させた歩行者系景観舗装材。
・従来の製品は真砂土をセメントで固化させた土系舗装であったが、耐久性に乏しく
　透水性と保水性も品質基準値を大幅に下回り満足するものではなかった。
・公園園路、歩道、河川遊歩道、建築外構、自転車道、広場等

経営管理部 03-3839-8503

上野　未

三和グランド株式会社

h-ueno@sanwagrd.co.jp

info@sanwagrd.co.jp
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平成7年7月1日透水性と保水性を両立させた歩行者系景観舗装材 開発年

問合せ先

三和グランド株式会社

技術開発部
03-3839-8501

山本　周二

03-3839-8503

03-3839-8501

登録番号

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成18年5月8日

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 透水性高炉スラグ舗装　カラーサンド
収受受付年月日

平成28年10月12日

番号：
1・3

変更受付年月日

1-3-1.道路／舗装工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

KT-060017-A

活用の効果

一般的土系舗装
12%



透水性高炉スラグ舗装　カラーサンド 登録No. 1592

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） １（２）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（カラーサンド(公表価格））

「国土交通省　公共工事設計労務単価」
施工歩掛は自社基準による積算に基づく

「設計基準および品質管理について」（自社基準）（別添）
「舗装設計便覧」、「舗装設計施工指針」、「アスファルト舗装要綱」、「セメントコンク
リート舗装要綱」（社）日本道路協会
「コンクリート標準示方書」（舗装編）土木学会
「鉄鋼スラグの特性と有効性」鉄鋼スラグ協会
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①混合・・・骨材、セメント、混和剤、顔料、水をミキサーにて所定の時間混合
②小運搬・・舗設場に小型ダンプ等にて小運搬
③敷均し・・十分締め固めた路盤上へ混合材料を敷均し
④転圧・・・プレートコンパクターにて転圧
⑤養生・・・養生マット、ブルーシートにて湿潤養生（７日間）
⑥養生撤去完成
※養生撤去後、「現場透水試験」及び供試体による「曲げ強度試験」にて現場品質管理実
施。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

舗装厚（ｔ＝５０㎜）　ナチュラルタイプ・・・６，２００円（材工共）
　　　　　　　　　　　カラータイプ・・・・・６，７００円（材工共）
舗装厚（ｔ＝７０㎜）　ナチュラルタイプ・・・７，２００円（材工共）
　　　　　　　　　　　カラータイプ・・・・・８，２００円（材工共）
舗装厚（ｔ＝１００㎜）ナチュラルタイプ・・・９，１５０円（材工共）
　　　　　　　　　　　カラータイプ・・・・・９，８５０円（材工共）

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（カラーサンド(公表価格））
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・施工後７日間（夏期５日間）の養生が必要となるため施工後の即時解放が出来ない点。

（長　所）
・透水性が抜群、且つ高い保水性を維持できる舗装。
・スロープ部など勾配のある箇所への対応可。
・舗装寿命が１５年以上の高耐久性舗装。
・自然土の風合いがあり、園路や遊歩道に最適。
・循環型社会に貢献できるリサイクル率の高い舗装。
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（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 3050793

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 東京都港湾局「新材料・新工法ＤＢ」（27002）

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 平成28年7月30日

証明機関 証明機関

東京都港湾局

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）
・舗設箇所まで３０分以内で小運搬できる混合スペースの確保。
・法勾配（平坦～１：２）
・骨材を１０ｔダンプで搬入できる場所（４ｔダンプ搬入の場合は別途要見積もり）

路床設計ＣＢＲが３未満の軟弱地盤の場合、「フィルター層」（土工用水砕スラグまたは砂）を必
ず設置してください。
凍上現象が予想される場合も「フィルター層」をご採用ください。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 透水性高炉スラグ舗装　カラーサンド
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（適用できない条件）
・砕石路盤を設置できない箇所。
・法勾配（１：２以上の傾斜地）

セメントをバインダーとして活用しているためひび割れ（ヘアクラック）の発生をゼロにできない
点。混和剤等の改良によるひび割れの発生を少なくしていく。

現場透水試験・・・「舗装調査・試験法便覧」S025現場透水量試験に準拠。基準値400ml/15ｓ以上
に対し、平均915㏄/15ｓと大幅に上回る透水性を確認。

・曲げ強度試験成績書　・現場透水試験成績書　・溶出試験含有試験成績書
・すべり抵抗性試験成績書　・凍結融解試験成績書　・輝度比試験成績書

水分の少ない固練り状態での混合となるため、夏期の日中高温時や冬期の風の強い時は路盤への散
水とともに素早い養生が肝要となります。

東京都建設局

東京都建設局「新技術情報ＤＢ」（1501013）

平成28年3月15日
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実績件数 公共機関： 1100件以上 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県静岡土木事務所 2008/3～

2008/3

静岡県沼津土木事務所 2005/11～
2005/11

静岡県天竜土木事務所 2005/2～
2005/2

静岡県西部農林事務所 2003/2～
2003/2

静岡県農林水産部 1998/9～
1998/9

国土交通省中部地方整
備局長島ダム管理所

2000/12～
2001/3

建設省中部地方建設局 2000/11～
2000/11

伊東市役所 2015/4～
2015/4

伊東市役所 2014/11～
2014/11

鶴岡八幡宮 2016/1～
2016/3

新技術概要説明資料（４／５）

200件以上

CORINS登録No.

奥野ダムジオサイト観光施設整備工
事

小室山公園遊歩道整備工事

鶴岡八幡宮境内整備事業段葛整備
工事

静岡海岸津波・高潮危機管理対策事
業（階段工）

一級河川黄瀬川河川海岸環境整備
工事

東海自然歩道天龍柴休憩舎建築工
事

平成14年度地域用水環境整備いな
さ湖地区合併1号工事

西天城高原植樹祭会場整備

新技術名称 透水性高炉スラグ舗装　カラーサンド

工　事　名

施
工
実
績

長島ダム大樽地区整備工事

長島ダム左岸取付道路工事
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新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 透水性高炉スラグ舗装　カラーサンド

A-5

奥野ダムジオサイト観光施設整備工事 小室山公園遊歩道整備工事（平成26年施工）

有度山総合公園（静岡市）（平成14年施工） 駿府公園園路舗装修繕工事（平成14年施工）

透水保水機能　概略図 従来品との機能比較

施工後14年経過の状況

平成28年撮影

14年経過


